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 七十七銀行は、宮城県のリーディングバンクとして、明治11年の創業以来永きに

わたり地域の皆さまと共に歩んでまいりました。昭和36年に経営の基本理念として

制定し、現在も行動の規範として役職員に浸透している「行是」では、「自己の利

益と公共の利益との調和をはかりながら、地域社会に貢献する」旨を謳っています。

またそのなかでも「奉仕の精神の高揚」を第一に掲げて、地域社会の繁栄のために

奉仕する姿勢を説いています。 
行  是 

 

      銀行の使命は、信用秩序の維持と預金者保護の精神を旨とし、自らの創
意と責任において資金の吸収と信用の創造を行い、もって国民経済の発展
に寄与することである。 

   この公共的使命に基づき、当行は地方銀行として、自己の利益と公共の
利益との調和をはかりながら、地域社会に貢献する。 

     以上の理念に立脚し、ここに当行に職を奉ずるもののよるべき軌範を定
める。 

 
一．奉仕の精神の高揚 
   銀行の発展は、地域社会の繁栄とともにあることを認識し、つねに奉仕

の精神の高揚につとめる。 
一．信用の向上 
   銀行の生命は信用にあることを銘記し、つねにその向上につとめる。 
一．和協の精神の涵養 
   和協の精神は、職務遂行の根幹であることを自覚し、つねにその涵養に

つとめる。 
 

 七十七銀行は、こうした基本理念のもと、地域社会の持続的な発展のためにリー

ダーシップを発揮して、社会的責任を果たし地域社会と共生する企業となることを

目指しています。 

 具体的には、地域経済の発展に寄与するために、地域への円滑な資金供給とお客

さまのニーズに合わせた商品・サービスの提供を行っているほか、地域経済の活性

化のために、企業活動のサポートや各種情報の提供を行っています。さらに、良き

企業市民としての観点から、社会貢献活動も継続的に行っています。 

 七十七銀行は、「行是」の理念を全うするために、地域社会への貢献を積極的に

行い、その内容を地域の皆さまに十分にご理解いただけるよう今後とも努力してま

いります。 

 

  ※当行にとっての「地域」とは、当行の主要な営業基盤である「宮城県」を念頭においています。 
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１．地域貢献に関する考え方 
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２．地域密着型金融の推進 

■地域密着型金融の推進に関する基本的な方針 

 「地域密着型金融」とは、「お客様との親密な長いお付き合いの中で蓄積してきた情 

報を基に行っていく銀行取引」のことです。当行の地域密着型金融の推進に関する基本 

的な理念は、「１．地域貢献に関する考え方」に記載した行是の理念そのものであり、 

行動の軌範として役職員に深く浸透しています。 

 七十七銀行では、こうした基本的な理念に基づき、以下を中期経営計画に定めています。 

当行はこの理念の実現に向け、これまで以上に地域社会の発展に貢献してまいります。 

  １．目指す銀行像（中期経営計画「当行が目指す銀行像」） 

   「地域と共に新たな時代を創造する『Ｂｅｓｔ ｃｒｅａｔｉｖｅ ｂａｎｋ』」 

 ２．ステークホルダーに対する貢献（中期経営計画「重点施策」より） 

 （１）地域経済発展への貢献 

    地域産業構造変換への対応、地元企業の育成・再生支援に取組みます。 

  （２）顧客満足度の向上 

        コンサルティング能力の向上とホスピタリティの追求により顧客満足度の向上を 

   図ります。 

 

ベ ス ト ク リ エ イ テ ィ ブ バ ン ク 

■地域密着型金融推進計画（平成22年度） 

 １．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

  ○創業・新事業支援機能等を強化します。 

  目  標：創業・新事業支援実績件数：50件 

  ○事業支援・経営改善支援機能等を強化します。 

  ○事業承継、相続対策ニーズに積極的に対応します。 

  目  標：事業承継・相続提案件数：100件 

 ２．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

  ○資金調達手段多様化への取組みを強化します。 

 
  目  標：財務制限条項活用融資実行金額：10,000百万円 

  目  標：ＡＢＬ（ｱｾｯﾄ・ﾍﾞｰｽﾄ・ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ：動産担保融資）取扱件数：10件 

  ○行員の目利き能力の向上を図ります。 

 

 

 ３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

  ○食製品および工業製品を対象としたビジネス商談会を開催します。 

  目  標：ビジネスマッチング情報提供件数：1,500件 

  ○自動車関連産業やアグリビジネス等、地場産業の発展を支援します。 

 



３．金融円滑化の推進 

■金融円滑化の推進状況 

 当行では、地域金融機関として地域への円滑な資金の供給を通じ、地域経済の活性化を

図るといった社会的責任を果たすため、お客さまの目線に立ち、新規のお借入および貸付

条件変更等のご相談・お申込みに対して柔軟に取組むなど金融の円滑化を積極的に推進し

ています。 

 ≪個人事業主や中小企業のお客さまを対象とした「ご相談窓口」≫ 

  ご相談内容：事業性資金に関するお借入やご返済に関するご相談 

  ●各営業店における「金融円滑化相談窓口」 

   最寄りの営業店でお気軽にご相談ください。 

   ・受付日：月曜～金曜（祝日、12月31日を除く） 

   ・受付時間：午前９時～午後３時 
    注．出張所、個人取引特化店（※１）および相談プラザ（※２）では事業性資金に関するご相談の受付 

      はいたしておりません。 

     ※１．個人取引特化店：仙台駅前支店、富沢支店、明石台支店、杜せきのした支店、岩沼西支店 

     ※２．相談プラザ：エアリ相談プラザ、明石台相談プラザ、泉中央相談プラザ、長町相談プラザ、 

       仙台駅前相談プラザ 

  ●本店ローンセンターにおける「休日ご相談窓口」（平成23年３月27日（日）まで） 

   ご来店の際は事前に下記フリーダイヤルまでご連絡をお願いします。 

   ・受付日：土曜・日曜・祝日 

        （但し、12月31日～1月3日および5月3日～5日は休業となります。） 

   ・受付時間：午前９時～午後４時３０分 

  ●フリーダイヤルでのご相談（平成23年3月31日（木）まで） 
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◆貸付条件変更等の対応状況 
 平成21年12月4日の中小企業金融円滑化法施行後の貸付条件変更等の対応状況は以下の

とおりとなっています。（平成22年9月末現在の累計） 

■ご相談受付の体制 

０１２０－６５－１０７７ 

・受付日：全日（但し、12月31日～１月３日および５月３日～５日は休業となります。） 

・受付時間：午前９時～午後４時３０分 

 当行では、積極的な金融仲介機能の発揮を通じた金融円滑化の推進に向けた取組みを一

層強化するため、全ての営業店およびローンセンターに、住宅ローンをご利用のお客さま

および個人事業主や中小企業のお客さまを対象とした「ご相談窓口」を設置し、お客さま

の事情に応じた、きめ細かなご相談に積極的に応じております。 

＜個人事業主や中小企業のお客さま＞ ＜住宅ローンをご利用のお客さま＞ 

件　数 金　額

（件） （百万円）

申込み 6,265 236,749

実行 5,388 211,927

謝絶 261 8,422

審査中 355 11,048

取下げ 261 5,351

件　数 金　額

（件） （百万円）

申込み 895 10,436

実行 680 7,935

謝絶 58 557

審査中 83 1,005

取下げ 74 937
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３．金融円滑化の推進 

 ≪住宅ローンをご利用のお客さまを対象とした「ご相談窓口」≫ 

 ご相談内容：住宅ローンのお借入や毎月のご返済額、借入期間などのご返済に関するご相談 

  ●各営業店における「金融円滑化相談窓口」 

   最寄りの営業店でお気軽にご相談ください。 

   ・受付日：月曜～金曜（祝日、12月31日を除く） 

   ・受付時間：午前９時～午後３時 

  ●ローンセンターにおける「住宅ローン返済ご相談窓口」（平成23年3月31日（木）まで） 

   ・受付日、受付時間：ローンセンター営業日・営業時間と同様（Ｐ15ご参照） 

   ・各ローンセンターでは営業時間中、「住宅ローンご返済相談フリーダイヤル」でもご 

    相談を承っております。 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 ≪苦情等のご相談に関する専用フリーダイヤル≫ 

  コンプライアンス統轄部 お客様サポート課 

 

０１２０－３７６０－７７ 
・受付日：月曜～金曜（祝日、12月31日を除く） 

・受付時間：午前９時～午後５時 

ローンセンター名 ご返済相談フリーダイヤル

　本店ローンセンター ０１２０－０６－４３７７

　長町ローンセンター ０１２０－５２－４３７７

　泉ローンセンター ０１２０－５７－４３７７

　仙台東口ローンセンター ０１２０－５８－４３７７

　古川ローンセンター ０１２０－７０－４３７７

　岩沼ローンセンター ０１２０－８２－４３７７

　石巻ローンセンター ０１２０－８７－４３７７

　杜せきのしたローンセンター ０１２０－８９－４３７７

※受付日、受付時間：ローンセンター営業日・営業時間と同様（Ｐ15ご参照） 



◆営業店長による訪問運動を通じたお客さまとの接点増加 

 平成22年度上半期には約２万３千先の法人・個人のお客さまへ営業店長を中心に訪問

する運動を実施し、それ以後も随時訪問を継続するなどお客さまとの接点増加に努めて

います。 

 訪問の際には、営業店長自らがお客さまの生の声をお聞きするとともに、今後の資金

繰りを含めたお客さまの経営課題や資産運用の悩み等を承り、問題解決に向けたアドバ

イスを実施しています。 

◆景気対応緊急保証制度等への取組状況 

 当行では、景気回復が不透明な状況のなか、地域の中小企業の皆さまの資金繰り円滑

化に向けた支援を一層強化するため、平成20年10月に要件が緩和されたセーフティネッ

ト５号の認定を活用した景気対応緊急保証制度等について、融資取引の有無にかかわら

ず訪問やダイレクトメールの送付などにより幅広く制度のご案内を行うなど積極的な取

組みを行いました。 

 その結果、平成22年9月末までの取扱いは3,290件/717億円となり、多くの資金需要に

お応えすることができました。 
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３．金融円滑化の推進 

◆金融円滑化推進にかかる行内体制の概要 

■その他金融円滑化への取組状況 



同比率 同比率

製 造 業 3,400 1,693 49.8% 1,715 1,447 84.4%

農 業 、 林 業 26 22 86.0% 103 95 92.2%

漁 業 52 46 89.2% 49 39 79.6%

鉱業・採石業・砂利採取業 13 7 53.6% 13 12 92.3%

建 設 業 1,389 1,260 90.7% 2,591 2,479 95.7%

電気･ガス･熱供給･水道業 743 609 82.0% 33 27 81.8%

情 報 通 信 業 400 125 31.4% 189 169 89.4%

運 輸 業 ・ 郵 便 業 640 293 45.9% 448 400 89.3%

卸 売 業 、 小 売 業 3,386 2,616 77.3% 3,214 2,884 89.7%

金 融 業 、 保 険 業 2,706 459 17.0% 89 33 37.1%

不動産業、物品賃貸業 5,172 2,840 54.9% 2,912 2,628 90.2%

そ の 他 サ ー ビ ス 業 2,451 2,033 83.0% 3,761 3,491 92.8%

地 方 公 共 団 体 7,027 6,960 99.0% 56 50 89.3%

そ の 他 7,862 7,612 96.8% 164,354 158,274 96.3%

合 計 35,273 26,583 75.4% 179,527 172,028 95.8%

(単位：億円、先)

うち宮城
県内向け

貸出金
残  高

貸出先数 うち宮城
県内向け

 

 七十七銀行は、地域への円滑な資金供給と利用者の皆さまのニーズに合わせた商品・

サービスの提供のため、利用者の皆さまからお預かりした預金等を、以下のように運用し

ています。 

 貸出金の業種別宮城県

内向け割合をみると、貸

出金残高ベースでは14業

種中８業種において宮城

県内向けが７割以上と

なっています。また、貸

出先数ベースでは金融・

保険業を除くすべての業

種で宮城県内向けが７割

を超えています。このよ

うに当行は、宮城県内の

それぞれの業種に対して、

資金供給者として重要な

役割を担っています。 

※「預り資産」は、外貨預金を除き当行の運用資産ではありません。 
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４．地域への信用供与の状況 

（１）貸出業務全般 

■業種別貸出金の状況 ＜平成22年9月末＞ 

※残高は単位未満切捨て 



  当行の貸出金のうち、約75％が宮城県内向け貸出となっています。また、宮城県内   

 における当行の貸出金シェアは、45.2％と高水準を維持しています。 
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※ゆうちょ銀行、農漁協は含まれておりません。 

４．地域への信用供与の状況 

■宮城県内向け貸出金の状況 
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 当行の貸出は、残高ベースで約33％が中小企業のお客さま向けとなっています。また、

貸出先数(個人、地方公共団体を除く)では、貸出先の約97％が中小企業のお客さまです。 

  

（参考）宮城県内の従業者数300人未満の事業所数は約105千事業所（総務省「事業所・企業統計調査報 
   告：平成18年10月１日」）であり、当行は宮城県内中小企業のほぼ８社に１社に対して貸出を行 
   っていることになります｡ 

－ 8 －  

４．地域への信用供与の状況 

 ■中小企業向け貸出の状況 

（２）中小企業向け貸出業務 

（単位：億円、先）

同比率 同比率

平成21年9月末 35,149 11,472 32.6% 14,713 14,254 96.9%

うち宮城県内向け 26,664 8,851 33.2% 13,365 13,187 98.7%

平成22年9月末 35,274 11,491 32.6% 15,117 14,656 97.0%

うち宮城県内向け 26,583 8,832 33.2% 13,704 13,529 98.7%

貸出先数
(個人､地方公

共団体除く)

うち中小
企業向け

うち中小
企業向け

貸出金
残  高

《中小企業向け貸出金残高(平成22年9月末)》

中小企業向け
11,491

中小企業向け
8,832

0 10,000 20,000 30,000

うち県内
貸出金

貸出金

《中小企業向け貸出先数(平成22年9月末)》

中小企業向け
13,529

中小企業向け
14,656

0 5,000 10,000 15,000

うち県内
貸出先数

貸出先数

貸出金 
35,274 

県内貸出金 
26,583 

貸出先数 
15,117 

県内貸出先数 
13,704 

32.6％ 

33.2％ 

 
億円 

件 

97.0％ 

98.7％ 



 当行は、宮城県信用保証協会と連携し同協会保証付貸出を推進しています。同協会保証

付貸出の当行の取扱シェアは残高で約47％、件数で約39％となっています。 

 また、地方公共団体の制度融資も積極的に推進しており、当行の取扱シェアは残高で約

48％、件数で約40％となっています。 

 ※事業者カードローン残高は極度額を記載しています。 
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４．地域への信用供与の状況 

■宮城県信用保証協会付貸出・地方公共団体制度融資への取組状況 

《宮城県信用保証協会保証件数》
　　　 (平成22年9月末)

当行
13,958   21,875

0 10,000 20,000 30,000

件
39.0％ 

《宮城県信用保証協会保証残高》
　　　 (平成22年9月末)

当行
1,854  2,112

0 1,000 2,000 3,000 4,000

億円46.7％ 

《地方公共団体制度融資取扱残高》
　　　　(平成22年9月末)

当行
1,469 1,594

0 1,000 2,000 3,000

億円48.0％ 

《地方公共団体制度融資取扱件数》
　　　  (平成22年9月末)

当行
10,874 16,125

0 10,000 20,000 30,000

件40.3％ 

他金融機関 他金融機関 

他金融機関 他金融機関 

商品の概要等 取扱件数
(件)

残　高
(億円)

宮城県中小企業経営安定資金
宮城県内の中小企業を対象とし、一般資金と売
掛債権担保活用資金、セーフティネット資金に
区分されます。

5,611 1,064

仙台市中小企業育成資金
仙台市内の中小企業を対象とし、振興資金と経
済変動対策資金に区分されます。

2,545 281

市町村中小企業振興資金
市町村の制度要綱に基づき、市町村長が認める
企業を対象とした制度融資です。

1,941 96

宮城県内で３年以上同一事業を営み、銀行が特
に推薦する中小企業にご融資します。

80 9

純資産が１億円以上の中小企業が発行する社債
に銀行と共同保証します。なお、財務要件を満
たす必要があります。

27 25

ご契約極度額の範囲内であれば、いつでも自由
にお使いいただけます。

1,579 81
事業者カードローン(県信保口)
(制度名:事業者カードローン
　　　　当座貸越根保証)

商品名（制度名）

主

な

地

方

公

共

団

体

制

度

融

資

商

品

事業者ローン(県信保口)
(制度名：合理化資金保証)

中小企業特定社債保証

《主な保証協会保証付融資商品と当行取扱状況(平成22年9月末)》
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４．地域への信用供与の状況 

■中小企業向け融資商品 

 当行では、その他にも中小企業のお客さま向けの以下のような融資商品を取り揃え、

中小企業金融の円滑化に取組んでいます。 

 当行は、地域経済発展への更なる貢献を図るため、日本銀行が導入した「成長基盤強

化を支援するための資金供給制度」の趣旨を踏まえ、「成長基盤分野に関する取り組み

方針」を策定するとともに、平成22年8月より自動車、医療、介護、環境、農林水産関連

の５業種を対象とした「７７成長基盤支援ファンド」の取扱いを開始しました。  

 本ファンドの活用により、成長基盤分野に対する取り組みの強化を図るとともに、今

後ともお客さまの多様化するニーズにお応えしてまいります。  

■７７成長基盤支援ファンド 

県内
比率

７７パートナー
スペシャルファンド

一定の財務要件を満たす優良企業を対象とした商品です。融
資期間中の財務指標の変化に応じて金利を変更する財務制限
条項をつけており、同条項を活用することで担保・第三者保
証人を不要とするとともに､低利の固定金利資金を提供してい
ます｡

632 207 90.5%

７７パートナー
チャレンジファンド

一定の財務要件を満たす中堅・中小企業を対象とした無担
保・第三者保証人不要の固定金利商品です。

374 47 92.8%

七十七社会貢献活動
支援ローン

環境保護関連活動、育児支援関連活動など、社会貢献活動に
かかる資金としてご利用いただける融資商品です。

4 0.6 33.3%

７７医療・福祉
ローン

病院や診療所、老人福祉施設など向けの融資商品です。 156 109 89.9%

７７アグリ
パートナー５０

農業法人および農業を営む個人のお客さま向けの「無担保・
第三者保証人不要」のご融資です。融資金額は最大５千万
円、融資機関は最大７年であり、運転資金・設備資金にご利
用いただけます。

3 0.3 100.0%

７７アグリビジネス
ローン

<アクティブ>

農業法人および農業を営む個人のお客さま向けの「スピード
回答」「無担保・第三者保証人不要」のご融資で、運転資
金・設備資金にご利用いただけます。
※オリックス㈱の保証がご融資の際に必要になります。

17 0.6 94.6%

７７ビジネスローン
<フォワード３０>

当行との融資取引１年以上の中小企業および医療法人のお客
さまに、運転資金としてご利用いただけます。無担保・第三
者保証人不要を特徴としています。

232 15 95.4%

７７ビジネスローン
<アクティブ３０>

387 16 96.4%

７７ビジネスローン
<アクティブ１０>

16 0.2 86.7%

《主な融資商品と取扱状況(平成22年9月末)》

商品名 商品の概要等
取扱
件数
（件）

残　高
(億円)

<アクティブ３０>は当行と融資取引のあるお客さまに、<アク
ティブ１０>は融資取引のないお客さまにご利用いただけま
す。いずれも無担保・第三者保証人不要を特徴としていま
す。また、融資期間は最長５年であり、運転資金・設備資金
のほか、決算・賞与資金にもご利用いただけます。
※オリックス㈱の保証がご融資の際に必要になります。



《個人向け貸出先数(平成22年9月末)》

個人向け
164,353

個人向け
158,273

0 50,000 100,000 150,000 200,000

うち県内
貸出先数

貸出先数

先

《個人向け貸出金残高(平成22年9月末)》

個人向け
7,612

個人向け
7,862

0 10,000 20,000 30,000

うち県内
貸出金

貸出金

億円

 当行の個人向け貸出比率は残高ベースで約22％となっています。また、宮城県内に限れ

ば、残高の約29％が個人向けとなっています。 
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４．地域への信用供与の状況 

■個人向け貸出金の状況 

（３）個人向け貸出業務 

貸出先数 
179,527 

91.5％ 

県内貸出先数 
172,028 

県内貸出金 
26,583 

貸出金 
35,274 

同比率 同比率

平成21年9月末 35,149 7,591 21.6% 181,713 166,945 91.9%

うち宮城県内向け 26,664 7,335 27.5% 174,000 160,586 92.3%

平成22年9月末 35,274 7,862 22.3% 179,527 164,353 91.5%

うち宮城県内向け 26,583 7,612 28.6% 172,028 158,273 92.0%

（単位：億円、先）

貸出先数うち
個人向け

うち
個人向け

貸出金
残  高

92.0％ 

22.3％ 

28.6％ 



（参考）宮城県内の持ち家世帯数は521千世帯（総務省｢国勢調査：平成17年10月１日｣）であり､当行は宮城県  
   内持ち家世帯のほぼ10世帯に１世帯に対して貸出を行っていることになります。 
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 当行の住宅ローンは、残高、件数ともに増加傾向にあります。当行の住宅ローンのう

ち、残高、件数とも約97％が宮城県内向けの取扱いとなっています。 

４．地域への信用供与の状況 

■住宅ローンの取扱状況 

■個人向け融資商品の取扱状況 

 当行では、以下のような融資商品を取り揃え、個人のお客さまの様々な資金ニーズに

対応しています。 

注：「７７モビットα（アルファ）」は、平成22年4月19日に「７７モビット」の商品内容をリ
ニューアルし取扱いを開始しています。したがって、「７７モビットα（アルファ）」の残高に 
は「７７モビット」の残高を含んでいます。 

同比率 同比率

平成21年9月末 6,735 6,539 97.1% 54,560 53,024 97.2%

平成22年9月末 7,052 6,857 97.2% 55,746 54,211 97.2%

(単位：億円、件)

住宅ローン
件数

うち
県内向け

うち
県内向け

住宅ローン
残  高

県内
比率

住宅の新築・増改築、建売住宅・マンション・土地の購入
など住まいづくりのための資金調達、または他の金融機関
で借入れしている住宅ローンのお借換えを目的としたロー
ンです。

7,052 97.2%

ライフプランや目的に合わせて、マイカープラン、教育プ
ラン､フリープラン､フリープランワイドの４種類をご用意
しています。全て保証会社保証付の無担保・保証人不要の
ローンです。

117 96.4%

当座貸越専用口座を開設するとともに、専用カードを交付
し、そのカードにより現金自動支払機を利用して貸付けい
たします。所定の極度額の範囲内であれば、反復して自由
に借入可能なローンです。

222 94.3%

７７モビットα
(アルファ)

上記カードローンのうち、消費者金融会社の（株）モビッ
トと保証提携しているカードローンです。２４時間３６５
日、電話、郵送、ファックス、インターネット、携帯サイ
トで簡単かつ短時間で申込みいただけ、審査結果はスピ－
ド回答いたします。また、当行とお取引がなくても申込可
能となっています。

46 96.6%

《主な融資商品と取扱状況（平成22年9月末）》

商品の概要等 残　高
(億円)

商品名

住宅ローン

くらしあっぷ
ローン

カードローン

　上記のほか、居住用不動産に根抵当権を設定することにより反復してご利用できる資金使途が自
由な「よゆうのローン」、各市町村と提携した提携ローンなどがあります。

（注）



◆ローンセンター 

 宮城県内８ヵ所に、個人向けローンを専門的に取扱う拠点としてローンセンターを設

置しており、住宅ローンでは当行全体の取扱件数の約５割を取扱っています。 

 県内５ヵ所のローンセンターでは土曜・日曜営業を、県内３ヵ所のローンセンターでは

日曜営業を行っており、より便利にご利用いただけます。 

 

◆取引チャネルの多様化等 

 お客さまの利便性を高めるため、取引チャネルの多様化を進めています。 

 当行ホームページでは、窓口にご来店いただくことなく、住宅ローンをはじめとした

各種個人ローンのお申し込み（仮審査お申込）ができる「77ローンサービス」を行って

います。※ご融資契約の際にはご来店が必要です。 

 また、当行ホームページには、住宅関連の総合情報を提供するサイト｢77住まいづくり

応援プラザ｣を掲載しており、個人のお客さまのライフプランに合わせた各種情報やシミ

ュレーション機能をご利用いただけます。 
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４．地域への信用供与の状況 

■取引チャネルの状況 

当行全体の取扱件数 a

ローンセンターの取扱件数 b

ローンセンターの取扱比率 b÷ａ

1,318

46.7

（単位：件、％）

当行住宅ローン

2,825

《ローンセンターの取扱状況：平成22年度上半期》

店 頭 3,449 3,870 1 7,320

電 話 － － 589 589

Ｆ Ａ Ｘ － 619 54 673

インターネット 121 548 118 787

郵 送 － 833 101 934

携 帯 サ イ ト － － 663 663

合 計 3,570 5,870 1,526 10,966

くらしあっぷローン等 ７７モビットα等 合計住宅ローン

《取引チャネル別消費者ローン受付状況：平成22年度上半期》
（単位：件）



◆店舗網 

 当行は、出張所を含め142ヵ店のうち、宮城県内に128ヵ店を展開しています。 

                             (平成22年9月30日現在） 

－ 14 －  

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

■有人店舗の状況 

（１）店舗網等各種チャネルの整備 

 ◆お客さまのご来店状況 

 当行の宮城県内の店舗では､一日あたり約162千件のご利用をいただいています。 

※｢窓口ご利用件数｣は窓口での受付件数を、｢ＡＴＭご利用件数｣は店舗内ＡＴＭのご利用件数
を示しています。 

当行店舗有

市 13 13 107 カ店

町 21 18 21 〃

村 1 0 0 〃

合計 35 31 128 〃

《市町村別店舗設置状況》

宮城県内
市町村数 店舗数

（平成22年9月末）

一店舗平均

窓口ご利用件数  3.3 百万件  3.2 百万件 25,906 件 181 件

ＡＴＭご利用件数    25.0  〃    24.4  〃 136,103 〃 1,072 〃

合計    28.3  〃    27.6  〃 162,009 〃 1,253 〃

《お客さまご利用件数：平成22年度上半期》

一日平均

うち
宮城県内店舗
ご利用件数

総ご利用件数
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 ◆休日営業等への取組み 

  当行では、お客様の利便性向上のため、「相談プラザ」や「ローンセンター」において、

休日営業等を実施し、お客さまにより便利にご利用いただけるよう努めています。 

 また、各ローンセンターでは、住宅ローンをご利用の皆さまを対象とした「ご返済相談

窓口」を、本店ローンセンターでは、個人事業主や中小企業の皆さまを対象とした事業資

金にかかる「休日相談窓口」を設置いたしております。 

 

※本店、仙台東口の各ローンセンターの土曜・日曜、古川、岩沼の各ローンセンターへの日曜のご来店につ
きましては、事前の予約が必要です。 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

■ＡＴＭの状況 

◆ＡＴＭネットワーク 

 当行は、宮城県内のキャッシュサービスコーナー370ヵ所（店舗内128、店舗外242）に、

ＡＴＭ882台を設置しています。（平成22年9月30日現在）また、イーネット、ローソン・エ

イティエム・ネットワークス、セブン銀行およびイオン銀行とＡＴＭ利用提携を行っており、

全国約３万５千台のコンビニＡＴＭ等でキャッシュカードを利用した出金・残高照会等の取

引がご利用いただけます。 

   また、山形銀行、東邦銀行とのＡＴＭ相互利用サービス「ＭＹキャッシュポイント」、

県内６金融機関（仙台銀行、杜の都信用金庫、宮城第一信用金庫、石巻信用金庫、仙南信

用金庫、気仙沼信用金庫）のＡＴＭ相互利用サービス「みやぎネット」に加え、平成21年

5月からは、東北銀行、北日本銀行と平日昼間の出金手数料を無料とするＡＴＭ相互利用

サービスを実施しております。 

 当行はお客さまの利便性をより一層向上させるため、今後もサービスの拡充をはかって

まいります。 

《相談プラザ・ローンセンターの営業日・営業時間》
相談プラザ・ローンセンター名 営業日・営業時間

平           日：午前９時～午後４時３０分

平日・土曜・日曜：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日、土曜・日曜以外の祝日は休業）

平 日・日 曜：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日、日曜以外の祝日は休業）

仙台駅前相談プラザ
（仙台駅前支店内）

エアリ相談プラザ
（イオンモール名取エアリ内）

明石台相談プラザ
（明石台支店内）

平           日：午前９時～午後５時

土曜・日曜・祝日：午前１０時～午後５時

（１２月３１日～１月３日は休業）

泉中央相談プラザ（泉中央支店２階）
長町相談プラザ（長町支店２階）

年 中 無 休：午前１０時～午後１０時

平　　　　　日：午前９時～午後３時

土 曜・日 曜：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日、土曜・日曜以外の祝日は休業）

平日・土曜・日曜：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日、土曜・日曜以外の祝日は休業）

平　　　　　日：午前９時～午後３時

日          曜：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日、日曜以外の祝日は休業）

石巻ローンセンター

杜せきのしたローンセンター
平日・土曜・日曜・祝日：午前９時～午後４時３０分

（５月３日～５日、１２月３１日～１月３日は休業）

本店ローンセンター

長町ローンセンター
泉ローンセンター
仙台東口ローンセンター

古川ローンセンター
岩沼ローンセンター
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 ※店舗外ＡＴＭを含めたご利用件数を示しています。 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

◆キャッシュカードを利用する取引にかかるセキュリティ強化への取組み 

 偽造・盗難キャッシュカード等による預金の不正引出し被害が増加し、社会問題し

ていることから、当行ではキャッシュカード取引にかかるセキュリティ強化に積極的 

に取組んでいます。お客さまの大切なご預金をお守りするため、１日あたりの払戻限 

度額を200万円に設定するとともに、その範囲内でお客さまが任意に払戻限度額を設定

できるサービスを行っています。 

 また、個人のお客さまを対象に、よりセキュリティの高いＩＣキャッシュカードおよ

び「手のひら静脈」による本人確認の取扱いを行っています。当行のキャッシュコー

ナーに設置しているすべてのＡＴＭでご利用いただけます。 

 ※ﾛｰｿﾝ・ｴｲﾃｨｴﾑ・ﾈｯﾄﾜｰｸｽの宮城県内の数値は当行管理分のみ。 

◆通帳繰越機能付記帳機の設置 

  当行では、通帳繰越機能付記帳機を116ヵ店／118台設置しております。 

 また、上記のうち39ヵ店／40台につきましては、お客様により便利にご利用いただけ  

 るよう通常平日午後３時までの稼働時間を午後４時３０分（ただし、エアリ出張所に 

 ついては平日午後８時）まで延長しております。 

七十七銀行 385 370 909 882

セブン銀行 13,683 338 14,948 351

イーネット 10,713 293 10,761 293

ﾛｰｿﾝ･ｴｲﾃｨｴﾑ･ﾈｯﾄﾜｰｸｽ 7,776 161 7,781 161

イオン銀行 1,556 37 1,671 37

《キャッシュサービスコーナー､ＡＴＭの設置状況(平成22年9月末)》
（単位：ヵ所、台）

ｷｬｯｼｭｻｰﾋﾞｽ
ｺｰﾅｰ うち宮城県内

ＡＴＭ
設置台数 うち宮城県内

　うち宮城県内キャッシュサービスコーナー

　一日一台あたり

42.2百万件 284件 251件 345件41.4百万件

店舗外

総合計

《ＡＴＭのご利用件数：平成22年度上半期》

店舗内



《ダイレクトチャネルの宮城県内会員数》

160

54

94

143

37

78

0 20 40 60 80 100 120 140 160

ﾃﾚﾌｫﾝ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

千先

平成21年9月末

平成22年9月末

    当行は、お客さまの多様なニーズにお応えし、店舗にご来店いただかなくとも直接ご利

用いただけるよう、以下のようなダイレクトチャネルを充実させてまいりました。 

  ※モバイルバンキング、インターネットバンキング会員は、入会の条件として、テレフォンバンキング 
 会員であることが必要です。 

－ 17 －  

◆テレフォンバンキング 

 電話による残高・入出金照会、振替、振込がご利用いただけるサービスです。
お取引時間は平日の９時から19時までで、自動音声による対応とオペレーターに
よる対応があります。 
 また、あらかじめ登録された利用口座については、ご住所の変更手続や１日あ
たりのキャッシュカード払戻し限度額の引下げ等もご利用できます。 

◆インターネットバンキング 
 お客さまのパソコンからインターネットによりお取引いただくサービスです。
残高･入出金照会、振替、振込、定期預金作成・解約予約、投資信託取引、税金・
各種料金払込み「Pay-easy（ペイジー）」が24時間（一部のサービスを除きま
す。）いつでもご利用いただけます。 

◆モバイルバンキング 
 ｢ｉモード｣､｢ＥＺｗｅｂ｣､｢Ｙａｈｏｏ！ケータイ」対応の携帯電話でご利用い
ただけるサービスです。残高・入出金照会、振替、振込、税金・各種料金払込み
「Pay-easy（ペイジー) 」(オンライン方式に限ります。） が24時間（一部の
サービスを除きます。）いつでもご利用いただけます。また、電子マネー取引が
急拡大するなか、「電子マネー『Ｅｄｙ』チャージサービス」(｢ｉモード｣､｢ＥＺ
ｗｅｂ｣対応の携帯電話に限ります。）の取扱いも行っております。 

■チャネル多様化の取組状況 

お通帳、キャッシュカード等の紛失等緊急の場合のご連絡先 
（２４時間３６５日受付） 

フリーダイヤル［０１２０－７７－１０９９］ 

 偽造・盗難キャッシュカード被害の未然防止策として、お客さまからのキャッシュカー

ド紛失・盗難等の事故のお届けを、24時間受付する体制を整備しています。 

■休日におけるお客さまのトラブル対応 

※ＡＴＭ操作時にトラブルが発生した場合は、キャッシュサービスコーナーに備付のガイド 

 フォンをご利用下さい。 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 



 当行は、預金・譲渡性預金や投資信託等の預り資産のいずれも、その９割以上を宮城県内

のお客さまからお預りしています。預金については、金融機関の健全性が重要視されるなか

地域のお客さまから高いご支持をいただき、県内シェアは52.4％となっています。 
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※預り資産には外貨預金を含んでおります。 

※ゆうちょ銀行、農漁協は含まれておりません。 

■宮城県内の預金等の取引の状況 

（２）預金業務等 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

《宮城県内預り資産残高と
　　　県内比率(平成22年9月末)》
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《当行の宮城県内預金シェア(平成22年9月末)》
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 当行の口座を利用して給与を受取る宮城県内のお客さまは、宮城県内従業者数の６割を

超え、同様に年金を受取る皆さまは、宮城県内65才以上人口の約５割となっているなど、

地域の多くの皆さまから家計のメインバンクとしてご利用いただいています。 

※資料：総務省「平成18年事業所・企業統計調査報告」 

※資料：総務省「平成22年住民基本台帳人口要覧」 
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 個人のお客さまにご利用いただく当行の主な決済サービスの約98％は、宮城県内にお

住まいのお客さまにご利用いただいています。 

■主な決済サービスの宮城県内利用状況 

■給振・年金振込利用者の当行利用状況 

（３）決済サービス 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

《主な個人向け決済サービスにおける
  宮城県内ご利用者数（平成22年9月末）》
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《宮城県内給与振込利用者数（平成22年9月末）》
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《宮城県内年金振込利用者数(平成22年9月末)》
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◆地元企業の研修会等のサポート 
 当行では、地域の皆さまをお招きする著名な講師による政治・経済をテーマとした講
演会や、地元企業の皆さまの企業経営・社員教育等に役立つような各種のセミナー、研
修会を開催しています。また、お取引先企業への講師派遣も行っています。 
 

（４）その他のサービス 

■地域の皆様への情報提供 

◆各種調査結果の公表 

  ○「調査月報」（年12回発行） 

   宮城県内の経済・景気動向を調査・分析 

 しています。ＨＰでも公開しています。 

  

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

 ○「県内企業動向調査」（年４回実施）  

   宮城県内約850社の企業を対象に、県内 

 の景況感等の把握を目的としたアンケート 

 調査を実施し、分析結果を公表しています。 

 ○タイムリーなテーマ等についての 

  調査・公表 

  平成22年度上半期は、宮城県の半導体製 

 造装置製造業の概要と進出企業の経済的イ 

 ンパクトについて調査し、調査月報2010 

 年７月号に掲載しました。 

夏季経済講演会

平成22年７月、公益財団法人七十七ビジネス振興財団
との共催で開催しました。講師にＢＮＰパリバ証券会
社 東京支店 経済調査本部長 チーフエコノミストの河
野 龍太郎氏をお招きし、「日本経済の見通し」と題し
て講演いただきました。当日は地域の皆さま約200名に
出席いただきました。

地域振興部長等による
講演会

お取引先企業など７先に、地域振興部長・部員を派遣
し、講演会・研修会で講演を行いました。

新入社員研修会
平成22年4月、本店ほか4会場にて計7回開催しました。
参加人数は約440名で、社会人として必要な挨拶・電話
応対等を中心に研修を行いました。

接遇応対研修会 お取引先企業など11先に対し、講師を派遣しました。

《講演会・研修会の実績（平成22年度上半期）》



◆「七十七『相続』相談ホットライン」 

 高齢化社会の進展を背景とした相続にかかる相談ニーズの高まりに応え、「七十七『相

続』相談ホットライン」を開設しています。相談には当行行員がお応えするほか、弁護士、

税理士等の専門家へのお取次ぎも致します。専門家と個別に契約する場合を除き、料金は

無料です。どなたでもお気軽にご利用いただけます。 
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「七十七『相続』相談ホットライン」 

フリーダイヤル［０１２０－７８３８－７７］ 
受付時間（平日 9:00～17:00） 

◆年金講演会、相続セミナーおよび資産運用セミナー等の開催 

  お客さまに公的年金や相続についてご理解を深めていただくために、年金セミナーや相続

セミナーを開催しています。 

 また、金融資産の運用に関する情報をご提供するために、当行のマネーアドバイザーや 

外部講師による資産運用セミナー、投資信託セミナーを開催しています。 

 各種セミナーは、宮城県内各地で休日も含め開催しており、多くのお客さまに参加いただ

いています。 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

《「七十七『相続』相談ホットライン」
　　 相談受付実績(平成22年度上半期)》

法律 241 税務 73 その他 142

（単位：件）

開催場所

参加人数
(累計)

(　1回　)

投資信託ｾﾐﾅｰ

3回

75名 362名 15名

エル・パーク仙台
ほか累計2ヵ所

長町支店
ほか累計10ヵ所

エアリ相談プラザ
ほか累計2ヵ所

ホテルメトロポリ
タン仙台

301名

《各種セミナー等の開催状況(平成22年度上半期)》

開催回数
33回

年金講演会
(うち休日開催)

資産運用ｾﾐﾅｰ
(うち休日開催)

相続ｾﾐﾅｰ
(うち休日開催)

(　13回　)

2回

(　1回　)

3回



 

 

 

 

    

  

 当行では、お待たせしない窓口づくりの一環として、為替振込等取引の電子化(ＥＢ）

等を推進しています。インターネットバンキングなどのＥＢ媒体やＡＴＭ等をご利用い

ただければ、窓口でお待ちいただくことなく取引できることに加え、窓口ご利用の場合

と比べて振込手数料がお安くなります。 

 現在、当行の為替振込処理のうち約96％が宮城県内のお客さまからのご依頼分であり､

そのうち約９割をＡＴＭ、インターネットバンキング、ファームバンキング等にてお取

扱いしています。 

－ 22 －  

◆〈七十七〉ポイントセブン 

 ＜七十七＞ポイントセブンは、給与振込・年金振込等のお受取や公共料金の自動支

払などお客様のお取引をポイントに換算し、合計ポイント数に応じてＡＴＭや振込ご

利用時の手数料およびローン金利の割引等の特典を提供する、個人のお客様を対象と

したサービスです。ポイントは毎月末日のお取引状況に応じて集計し、翌々月から

１ヶ月間特典を提供します。当行で給与振込、年金振込、住宅ローンご利用のお客様

は原則自動加入となっており、最大３店舗までのお取引ポイントを合算することが可

能です。ポイントは＜七十七＞の窓口、ＡＴＭ、＜七十七＞インターネットバンキン

グや＜七十七＞モバイルバンキングでも確認できます。  

 平成21年５月からは、コンビニＡＴＭの利用手数料優遇（月２回まで）やポイント

対象取引の追加など、優遇サービスを追加・拡大してご提供しています。 

  

■ＥＢ等の推進 

■その他のサービス 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

(単位：先)

セブンメイトＷｅｂ

うち宮城県内 うち宮城県内 うち宮城県内

16,620 15,515 3,315 3,209 9,029 8,561

ＦＢ契約先数

《ＦＢ契約先数（平成22年9月末）》

セブンメイト･セブンメイトPC

《為替振込のＥＢ処理状況》

12 ,110

12 ,742

13 ,297

14 ,015

13 ,914

14 ,648

0 5,000 10,000 15,000

平成22年度上半期

平成21年度上半期

千件

為替振込処理件数
うち宮城県内処理件数

うち宮城県内ＥＢ処理件数



 ◆労働者派遣業務 

   グループ会社の「七十七スタッフサービス」において労働者派遣業務を行っていま

す。当行への派遣のほか、宮城県内企業に対する派遣を行っています。 

 ◆計算業務等の受託 

   グループ会社の「七十七コンピューターサービス」において計算業務等の受託を

行っています。 

 ◆クレジットカード業務 

   グループ会社の「七十七カード」において、クレジットカード業務を行っています｡

ＪＣＢ、ＶＩＳＡ、Ｍａｓｔｅｒの各カードを取扱っています。 

 ◆リース業務 

   グループ会社の「七十七リース」においてリース業務を行っています。主として宮

城県内企業に対し、ファイナンスリース等を取扱っています。 
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■子会社等を通じた利便性の提供 

５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

 《宮城県内事業所に対するリース契約状況(平成22年9月末)》

同比率(％)

3,711 3,406 91.8%

うち宮城県内(先)
リース契約先数(先)

同比率(％)

民間事業所 77 76 98.7%

地方公共団体 26 26 100.0%

その他 5 5 100.0%

合  計 108 107 99.1%

うち宮城県内(先)
受託事業所先数(先)

《宮城県内事業所からの計算業務等の受託状況(平成22年9月末)》

同比率(％)

ＪＣＢ 126,881 115,867 91.3%

ＶＩＳＡ 48,020 44,908 93.5%

Ｍａｓｔｅｒ 2,413 2,241 92.9%

合  計 177,314 163,016 91.9%

七十七カード
個人会員数(人)

《宮城県在住の七十七カード個人会員の状況(平成22年9月末)》

うち宮城県内(人)



５．地域のお客さまへの利便性提供の状況 

  

◆身体障がい者補助犬の受入の表示 

 身体障がい者補助犬の店舗内受入れを行っており、各営業店の入口 

には、ステッカーを貼付しています。 

◆店舗入口へのスロープ設置、段差解消 

 車いすでの入店がしやすいよう、店舗入口へのスロープの設置や 

段差解消を積極的にすすめています。 

◆音声案内機能付ＡＴＭおよび誘導点字ブロックの設置 

 視覚に障がいをお持ちのお客さまにより便利にご利用いただけるように、キャッシュサ 

ービスコーナーのある全営業店140ヵ店に音声案内機能付ＡＴＭ（注１）を設置するとと 

もに、誘導点字ブロックの設置をすすめています。 
（注１）ＡＴＭに付属した受話器からの操作誘導音声ガイダンスに従い、受話器に付いたテンキーボタン 

   にて操作ができる機能の付いたＡＴＭです。 

◆コミュニケーションボード、筆談ボードおよび聴覚障がい者誘導表示板の設置 

 窓口で会話等に不安のあるお客さま（聴 

覚に障がいをお持ちのお客さま・外国人・ 

ご高齢の方等）が安心してご利用いただけ 

るよう、来店・取引目的等の確認を行うた 

めの「コミュニケーションボード」（注２） 

や「筆談ボード」を全営業店に導入してお 

ります。 

 なお、各営業店の店頭には、聴覚に障が 

いをお持ちのお客さまに対して窓口で筆談 

対応を行う旨の「聴覚障がい者誘導表示板」 

を掲示し表示しています。 
(注２）全国銀行協会で作成した、代表的な取引や手 

   続等を絵記号化したものです。 

◆視覚などに障がいがあるお客さまに対する窓口扱い振込手数料の引き下げ 

 視覚などに障がいをお持ちで、ＡＴＭでのお振込みのご利用が困難なお客様に対する窓 

口扱いの振込手数料を当行キャッシュカードを利用しＡＴＭでお振込みを行った場合の振 

込手数料と同額に引き下げています。 

◆点字サービス 

 普通預金残高等について、点字による通知書を四半期毎に作成し、郵送する「視覚障が 

い者向け点字サービス」を実施しています。 

◆「音声コード」の表示 

 当行のリーフレット「ＡＴＭ活用ガイド」には、「音声コード」を表示しており、専用 

の読取り機を使用することで、音声による再生案内ができるようになっています。   

◆ 視覚などに障がいがあるお客さまとのお取引きの際の対応 

 視覚などに障がいがあるお客さまから代筆による預金引出し等の申出があった場合のお 

取扱いについては、手続きを定め行内に徹底しております。 

 当行では、今後もお客さまに公平な金融サービスを提供するための取組みをすす 
めていきます。 

■お身体の不自由なお客さま等に安心してご利用いただくための取組例 

 当行では、お身体の不自由なお客さま等に当行を安心してご利用いただくため、
以下のようなさまざまな取組みを行っています。 

＜ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ＞ ＜聴覚障がい者誘導表示板＞ 
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◆アグリビジネスへの取組強化 

 当行では、農業者向け融資商品の充実、ビジネスマッチングへの積極的な取組み、

「農業経営アドバイザー」資格の取得者（合計１０名）の活用等を通じて、アグリビ

ジネスの育成・振興を図っております。  

◆動産担保融資（ＡＢＬ）への取組み 

 当行では、地元企業の円滑な資金調達を支援す

るとともに、お取引先に対して多様な資金調達手

法を提供する観点から、積極的に動産担保融資

（ＡＢＬ）に取組んでいます。 

 ＡＢＬサービス提供大手のトゥルーバグループ

ホールディングス㈱との提携により、棚卸資産の

適正な評価、管理を行うとともに、保証協会付Ａ

ＢＬへの取組みを強化し、お取引先の棚卸資産を

担保として取得、融資枠を設定することで、お取

引先の資金ニーズに対して機動的かつ安定的な資

金調達手法を提供しております。その結果、平成

22年度上半期のＡＢＬ新規取扱件数は６件となり、

機械部品や日本酒等さまざまな棚卸資産を担保と

したＡＢＬを実行しました。 

６．地域経済活性化への取組状況 

（１）地元企業のサポート 

■資金調達手段の多様化への対応等 

◆私募債の受託・引受 
 当行では、「銀行保証付私募債」、「県信保付私募債」の受託および引受を行って
おります。当行がその元利金支払を全額保証する「銀行保証付私募債」では、期日一
括償還型のほか、定時償還型も取扱い、お取引先企業の資金調達ニーズに幅広くお応
えしております。なお、平成22年9月末の取扱残高は、120件110億円となっておりま
す。 

◆ ＜七十七＞ 食材セレクション 

 当行では、お取引先の販路拡大ニー

ズにお応えするため、当行ホームペー

ジにおいて「食」に関するお取引先を

紹介するビジネスマッチングサイト

「＜七十七＞食材セレクション」を開

設しました。このサイトには、食品カ

テゴリーごとにお取引先の企業情報等

を掲載することにより、お取引先の取

扱商品をＰＲするとともに、ビジネス

マッチングの機会を提供することを目

的としております。 

■お取引先企業への情報提供等 
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◆ビジネス商談会の開催 

 当行では、お取引先の皆様の新たなビジネス
チャンスを創出するビジネスマッチングに積極
的に取り組んでいます。 

  平成22年6月、新たなビジネスチャンスを創出

する場として、宮城県と共催で「みやぎビジネ

ス商談会」を開催しました。宮城県の主力産業

である食料品にテーマを絞って開催し、仕入企

業・納入企業が約500件の活発な商談を行いまし

た。 

   

６．地域経済活性化への取組状況 

 平成22年11月には、当行を含め地銀32行が連携し、首都圏への販路開拓ニーズのある

32行のお取引先約600社（うち当行取引先25社）が出展し、流通、外食等の仕入企業に

対し、こだわりの食材をＰＲする「地方銀行フードセレクション2010」を東京で開催し

ました。 

 また、平成23年1月には、当行、宮城県、山形県、山形銀行、ならびにやまがた食産

業クラスター協議会が連携して「おいしい山形・食材王国みやぎビジネス商談会」を開

催し、太平洋と日本海に面した両県の特色ある食材をスーパー・百貨店等の仕入企業に

対してＰＲします。 

  当行は、今後とも商談会等によるビジネス機会の創出を通じて、地域の皆さまのニー

ズにお応えしていきます。 

≪商談会開催実績≫ 

※網掛けは海外開催分 

開催時期 開催場所

第１回みやぎビジネス商談会 平成17年6月 仙　台

第２回みやぎビジネス商談会 平成18年6月 仙　台

地銀八行合同商談会in上海 平成18年7月 上　海

地銀５行フードセレクション2006 平成18年11月 東　京

全国地銀合同商談会in上海 平成19年6月 上　海

第３回みやぎビジネス商談会 平成19年6月 仙　台

地方銀行フードセレクション2007 平成19年11月 東　京

第１回おいしい山形・食材王国みやぎビジネス商談会 平成20年1月 仙　台

第４回みやぎビジネス商談会 平成20年6月 仙　台

全国地銀合同商談会in上海 平成20年7月 上　海

地方銀行フードセレクション2008 平成20年11月 東　京

第２回おいしい山形・食材王国みやぎビジネス商談会 平成21年1月 仙　台

第５回みやぎビジネス商談会 平成21年6月 仙　台

ものづくり商談会＠上海(2009 SUMMER） 平成21年7月 上　海

第３回おいしい山形・食材王国みやぎビジネス商談会 平成21年10月 山　形

第３回日本食品展示商談会in上海 平成21年10月 上　海

地方銀行フードセレクション2009 平成21年11月 東　京

第６回みやぎビジネス商談会 平成22年6月 仙　台

日中ものづくり商談会＠上海2010 平成22年9月 上　海

地方銀行フードセレクション2010 平成22年11月 東　京

第４回おいしい山形・食材王国みやぎビジネス商談会 平成23年1月予定 仙　台

食品ビジネス商談会in香港 平成23年2月予定 香　港

商談会名



６．地域経済活性化への取組状況 

◆宮城県への進出企業に対する取組み 

《本部・営業店一体となった取組み》 
 

 ○進出企業向け取引 
  ・・・運転・設備資金融資等 
 ○従業員向け取引 
  ・・・給振口座、住宅ローン等 
 ○地元企業向け取引 
   ・・・運転・設備資金融資、ビジネスマッチング、セミナー開催による情報提供等 
 ○行員向けセミナーの実施 
   ・・・自動車関連進出企業の現地視察や情報活用に向けた講義等 
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 宮城県を中心に、東北地方ではセントラル自動車㈱宮城新工場の稼働を平成23年1月に控

え、自動車関連企業の進出が相次いでおります。また、平成23年4月には東京エレクトロン

宮城㈱の新工場が稼働することから、自動車関連に加え、半導体製造装置部品に関連する

企業の進出も活発になることが予想されています。 

 当行では、こうした状況下、平成21年3月に新設した「地域振興部」を中心に、本部・営

業店が連携し、進出企業取引、従業員取引など、総合取引の推進に取り組んでおります。 

≪進出企業による県内経済への波及効果≫ 

 

年間（２社合計） 

3,088億円 

年 間 

1,559億円 

  プライムアースプライムアースＥＶＥＶエナジーエナジー㈱㈱  

 セントラルセントラル自動車自動車（（株株）） 

  
東京エレクトロン宮城㈱ 

＜当行試算＞ 



○ 相談受付件数：合計139件（うち嘱託専門家：41件）

法律 31 経営・財務 53 税務 50

その他 5

（単位：件）

◆経営相談 

 ソリューション営業課では、お電話や営業店を通じ、企業の皆さまから法律・経営・ 

財務・税務に関するご相談をいつでも無料で受けています。また、毎週特定日には専門 

家による無料相談も行っています｡ 

 

《宮城県内企業からの経営相談実績(平成22年度上半期)》 
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※事業承継とは、自社株の評価等事業の承継等に関する相談を、経営診断とは、財務分析、事業開始 
に伴う商圏・業界調査等に関する相談をいいます。 

  当行ではお取引先企業の中国での

販路拡大や調達、市場調査等の機会を

提供するため、商談会を開催していま

す。 

  平成22年9月には、中国上海市で、

主に自動車・電気・機械等の製造業の

皆様を対象とした「日中ものづくり商

談会＠上海2010」を全国の地方銀行、

自治体など合計26団体が共催し開催し

ました。334社が出展し、来場した約

3,200社の中国企業と約8,500件を超え

る商談が行われました。 

  経済の国際化と産業構造の変化に伴い、地元お取引先企業の中国に関係するビジネ

スが増加し、現地に進出する企業も増加しています。上海駐在員事務所では、こうし

た中国に関する地元お取引先企業のニーズに対応し、きめ細かいサポートを行ってい

ます。 

 平成22年7月には、中国でビジネスを行っている取引先企業を対象に、中国での事業

運営に関する情報を提供する「上海ビジネス交流会実務セミナー」を有力地銀4行と合

同で上海市で開催しました。今回のセミナーでは65社（うち当行お取引先9社）の企業

が参加し、活発な企業間交流が行われました。 

◆海外取引等のサポート 

６．地域経済活性化への取組状況 

■地元企業の経営相談等への取組状況 

○上海での商談会の開催 

○上海駐在員事務所によるサポート 
 

○ 報告書・提案書作成件数：合計56件

事業承継 37 経営診断 16
(参考)

個人向け相談 39

その他 3 （単位：件）

その他 5 



 当行では、企業活力を十分に発揮できていないお取引先企業の「早期再生」支援の強

化を通じて地域経済の一層の活性化に寄与するため、審査部に「企業支援室」を設置し

ています。併せて、お取引先企業の経営に対する指導・助言を強化する「ランクアップ

活動」も実施しています。 

 また、事業再生への取組みにあたっては、「中小企業再生支援協議会」や、事業再生

ファンドなどの各種再生手法も活用しています。 
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◆地元企業への人材派遣 

  当行の平成22年9月末の外部出向者31名のうち、９割近くの27名を宮城県内企業に

派遣しています。 

 ○セミナーの開催等 

 地元企業の皆さまへの海外の経済情勢、投資環境等にかかる情報提供を目的として、

セミナーの開催を行っています。 

 サブプライムローン問題に端を発した世界同時不況後、世界経済の先行きには未だ

不透明感が漂っており、為替相場も不安定な状態が続いていることから、平成22年5

月には、本店にて「2010年の世界経済見通し」と「外国為替相場の展望」をテーマに

「七十七国際セミナー」を開催しました。  

６．地域経済活性化への取組状況 

■地元企業再生への取組状況 

うち宮城県内企業 同比率

31   27   87.1%

※当行のグループ会社、関連団体への出向者を含みません。

外部出向者数

（単位：人）
《宮城県内企業への人材派遣実績（平成22年9月末）》

(単位：先、億円)

先数 貸出額

594 2,370

2 2

6 96

40 171

48 269

うち宮城県内取引先
（宮城県外本社の上場企業を除く）

44 245

要管理先以外の要注意先から正常先へ

合計

ランクアップ内容

経営改善支援の取組先数

要管理先から上位区分へ

《ランクアップ活動の状況(平成22年度上半期)》　　

破綻懸念先から上位区分へ

○海外ミッションの派遣 

 
 

  海外進出や海外取引を希望するお取引先企業を対象として、海外への視察団（海外ミ

ッション）を派遣し、現地の経済情勢や投資環境等の視察・調査を行っています。平

成8年の開始からこれまで15回の派遣を行っており、毎回15社前後のお取引先企業が参

加しています。 
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◆創業企業等への投融資の状況 

 当行では、地域金融機関として地元中小企業を育成する観点から創業（ベンチャー）
企業等に対し、以下のような融資制度、投資事業を行っています。 

◆商工会議所等との提携 

 当行では、地域金融機関として地元取引先企業に対する経営相談・支援機能の取組強
化の観点から、県内商工会議所および宮城県商工会連合会との提携を行っています。提
携商工会議所等の会員は、特定の融資商品を優遇金利でご利用いただくことができます。 

６．地域経済活性化への取組状況 

（２）企業の育成への取組み 

■企業育成への取組状況 

７７ニュービジネス
支援資金

ご融資金額1億円以内で、新技術の開発や新分野への進出等
における研究開発資金、事業展開資金としてご利用いただ
けます。また産業クラスター計画関連等の補助金や委託費
の交付決定先企業を対象に「つなぎ資金」の取扱いも行っ
ております。

宮城県等の各種制度融資
宮城県の創業育成資金、仙台市の新事業創出支援融資制度
等の創業企業向け各制度融資を積極的に活用しています。

ベンチャー育成ファンド
「あおばサクセス壱号
 投資事業有限責任組合」

みやぎ産業振興機構のほか、当行をはじめ宮城県内大手企
業等13団体が5億4千万円出資し、宮城県内の産業振興、雇
用対策を目的に、宮城県のほか東北地域に本社を置く企業
を中心に投資しています。

産学官連携ベンチャー
ファンド
｢東北インキュベーション
 投資事業有限責任組合｣

当行をはじめ宮城県･仙台市ほか12団体が31億8千万円を出
資し、東北地域における新規事業の創出および中小企業等
の成長支援を目的に投資しています。

ベンチャー企業等投資
ファンド
｢東北グロース投資事業
 有限責任組合｣

当行をはじめ東北経済連合会ほか20団体が35億8千万円を出
資し、東北地域におけるベンチャー企業および第二創業を
行う既存企業の成長支援を目的に投資しています。

提携先 提携融資商品 宮城県内取扱実績

　　宮城県商工会連合会

　　仙台商工会議所

　　石巻商工会議所

　　古川商工会議所

　　塩釜商工会議所

　　気仙沼商工会議所

７７ビジネスローン
<フォワード３０>
<アクティブ１０>
<アクティブ３０>

725件/
6,005百万円

《宮城県内商工会議所等との提携実績(平成22年9月末)》
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◆産学連携への取組み 

 当行は、産学の連携を通じた地域の発展と地域経済の活性化に資することを目的とし、

国立大学法人東北大学と連携協力に関する協定を締結しています。 

 また、地域の大学、高専等で組織するＫＣみやぎ推進ネットワークに加盟しており、

地域金融機関として、事業経営の様々な場面におけるビジネス支援を行っております。   

 今後も、相互の専門能力および人材等を活かし、地域企業に対する情報提供や技術協

力等を通じて、産学連携の一層の推進に貢献してまいります。 

 

◆七十七ビジネス振興財団 

 当行は、宮城県の産業振興と経済発展への貢献を目的として、平成10年4月に「財団法

人七十七ビジネス振興財団」を設立しています。 

 同財団では、評価の高い商品・サービス、優れた技術力・経営手法をお持ちの企業を対

象とした「七十七ビジネス大賞」と、新規性や独創性のある技術やノウハウ等により積極

的な事業展開を行っている企業、および新規事業活動を志している起業家を対象とした   

「七十七ニュービジネス助成金」の表彰事業（年１回、11月）を行っています。 また、

講演会やセミナーの開催のほか、情報誌の発行などを行っています。 

 平成22年4月には食品分析化学の専門家である宮城大学大学院鈴木建夫教授をお招きし

「食の万華鏡」と題し講演会を開催し、約80名に参加いただきました。同年9月には、

「観光振興と地域活性化」をテーマにセミナーを開催し、約50名に参加いただきました。 

 なお、七十七ビジネス振興財団は、平成22年4月に公益財団法人に移行いたしました。 

６．地域経済活性化への取組状況 

第12回七十七ビジネス大賞受賞企業

加美電子工業株式会社 (加美郡加美町)

東北ゴム株式会社 (仙台市)

ヤマセ電気株式会社 (加美郡色麻町)

第12回七十七ニュービジネス助成金受賞企業

株式会社アルファ (仙台市)

ＫＦアテイン株式会社 (仙台市)

東北オータス株式会社 (仙台市)



《宮城県内地方公共団体からの指定金融機関業務の
　　　　　　　　　　受託状況（平成22年9月末）》

「指定金融機関」

を受託 28

｢指定代理金融

機関｣を受託

　　　7

指定なし 1

（単位：先）

 宮城県および県内35市町村、合計36地方公共団体のうち、35団体から公金取扱業務を

受託（指定金融機関、指定代理金融機関合計）しており、公金の収納や支払等の事務を

通じ、幅広く県内の皆さまにご利用いただいています。 

 また、当行は、地域の皆さまの利便性を考慮し、地方公共団体の庁舎内や関連施設内

43ヵ所に、52台のＡＴＭを設置しています。 

◆宮城県、三井住友銀行との産業振興に関する協力協定締結  
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◆地方公共団体向け貸出の状況 

  当行は、豊かで住みよい街づくりのために、地方公共団体に対し円滑な資金供給に
努めており、道路や病院、学校等の整備事業や福祉の向上など地域社会の発展に積極
的に協力しています。平成22年9月末現在、当行は宮城県内36の地方公共団体のうち、
35団体に貸出を行っています。 

 県内企業と県外企業の取引促進や自動車産業等の集積に向けた連携を強化するこ

とで、宮城県における産業経済の成長を促進し、地域全体の活性化を図る観点から

宮城県、三井住友銀行と「産業振興に関する協力協定」を締結しています。 

 協定に基づく事業として、これまで自動車関連産業参入や海外ビジネスに関する

セミナー等を開催してまいりました。今後も、３者が連携・協力し、宮城県の産業

振興施策を支援してまいります。 

６．地域経済活性化への取組状況 

（３）地方公共団体の事業との関係 

■指定金融機関業務の受託状況 

■産業振興に関する協力 

■地方公共団体向け資金供給の状況 

取引地方公共団体数 残高 取引地方公共団体数 残高

平成21年9月末 35 7,040 36 2,899

平成22年9月末 35 6,956 36 3,282
※特別地方公共団体、地方公社との取引を除きます。

貸出金 （参考）預金・譲渡性預金

（単位：先、億円）

《宮城県内地方公共団体向け貸出金等の状況》



 当行は、地方公共団体の発行する市場公募地方債、共同発行公募地方債を引受していま

す。平成22年度上半期は、市場公募地方債35.1億円、共同発行公募地方債3億円を引受けま

した。 
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 財政負担の軽減と公共サービスの質の向上を図るため、宮城県や県内市町村において

ＰＦＩによる公共事業の実施検討が増加してきています。 

 当行では、これまで宮城県内で８件のＰＦＩ事業について融資金融機関として参加し

ており、うち４件については事業者のメイン行としてアレンジャー業務を行っています。 

＜取組実績＞ 
・仙台市/松森工場関連市民利用施設整備事業 
 (融資金融機関、アレンジャー兼エージェント) 
・仙台市/野村学校給食センター整備事業 
 (融資金融機関、アレンジャー兼エージェント) 
・東北大学/学生寄宿舎ＰＦＩ事業 
 (融資金融機関) 
・石巻地区広域行政事務組合/消防本部庁舎移転整備事業 
 (融資金融機関、コ･アレンジャー) 
・仙台市/天文台整備・運営事業 
 （融資金融機関、コ･アレンジャー） 
・宮城県/教育・福祉複合施設整備事業 
 (融資金融機関、建中アレンジャー) 
・石巻地区広域行政事務組合／養護老人ホーム改築事業 
 (融資金融機関、アレンジャー) 
・宮城県/宮城県消防学校移転整備事業 
 （融資金融機関、アレンジャー） 

 当行は、今後もＰＦＩ事業に取組む宮城県内地方公共団体や参加を希望する地元企業

に対して、ノウハウの提供と積極的な支援を行ってまいります。 

６．地域経済活性化への取組状況 

■地方債の引受状況 

■ＰＦＩ事業への取組み 

■地方公共団体関連事業への人材派遣 

 当行の地方公共団体関連事業への人材派遣実績は､平成22年9月末で１名となっています。 

（単位：億円）

うち当行引受額

平成22年度上半期 200 35.1

※住民参加型を含みます

うち当行引受額

平成22年度上半期 8,100 370 3

《宮城県内地方公共団体発行 市場公募地方債の引受状況》

市場公募地方債発行総額

（単位：億円）

共同発行公募地方債発行総額

《共同発行公募地方債の引受状況》

うち宮城県・仙台市調達分



 ◆「小さな親切」運動 

 当行は、「小さな親切」運動宮城県本部の設立以来、34年にわたりその活動の事務

局を務めており、企画・運営に携わっています。主な活動は以下のとおりです。 
○「クリーンキャンペーン」への参加 

  平成22年8月、仙台七夕まつり開催前に

毎年行われている「クリーンキャンペー

ン」には、当行から約50名（会員企業合

計約240名）が参加して仙台市内中心部を

３コースに分かれて清掃し、社会的モラ

ルの向上をＰＲしました。 

○ 車椅子の寄贈 

  毎年、運動本部（東京）から車椅子の提供を受け、県内の社会福祉施設に寄贈して

います。当行は事務局として、寄贈先の選定や贈呈式の運営を行っています。 
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 当行は、地域環境を保護するために、さまざまな取組みを行っています。大量に使

用する伝票や封筒、印刷物についての再生紙の利用や処分文書の再生処理など、日常

的な環境負荷の逓減にも留意しています。 

  

７．地域社会への各種支援活動の状況 

■地域環境の保護 

■社会福祉への貢献 

 また、環境保護等の社会貢献に積極的な企業向けに金利等を優遇した商品や、環境

に配慮した住宅・アパート等を建設した方を対象として金利等を優遇する商品、投資

信託販売商品への環境ファンド組入れなど、環境に配慮した金融商品を取り揃えてお

ります。 

 平成22年4月からは、お客さまとともに環境問題に取組むため、環境配慮型の住宅取

得者に「カーボンオフセット付ＱＵＯカード」を提供する「住宅ローンエコライフ応

援キャンペーン」を実施しました。 

 そのほか、ハイブリッド車等の環境にやさしい 

自動車を新規にご購入する方を対象にローン金利 

の引下げも行っています。当行においても低燃費 

の軽自動車やハイブリッド車の導入を進めるなど、 

環境対応車への切り替えを順次行っています。 

 また、当行は電力使用量の削減による温室ガス 

排出削減に一層貢献するため「チャレンジ２５キ 

ャンペーン」に賛同し、「夏の軽装勤務（クール 

ビズ）」を実施しています。 

○社会福祉施設等の慰問 

  毎年、県内の老人保健施設等を訪問し、唄や踊り、津軽三味線等演芸を披露する 

など、施設の方々とともに和やかなひとときを過ごしています。  



◆七十七交通安全協力会 

 当行は、交通安全運動の推進とその支援・協力を行う「七十七交通安全協力会」を組

織しています。 

 同協力会では、交通安全意識高揚の一助となるよう、昭和44年から毎年、宮城県内の

新入学児童全員に「交通安全下敷」を寄贈しており、平成22年度新入学児童向けとして

本年も宮城県内全ての小学校に合計約2万4千枚を贈呈しました。 
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◆ピンクリボンフェスティバルへの協賛 

 当行は、乳がん対策の重要性を訴えるピンクリボン活動の社会的な意義を踏まえ、地域で

の乳がんの早期発見、早期診断、早期治療の重要性を伝えるため、平成19年より「ピンクリ

ボンフェスティバル」に協賛企業として参加しており、平成22年も「ピンクリボンフェス

ティバル2010」を協賛するなど積極的な支援を行っています。 

７．地域社会への各種支援活動の状況 

   当行では、医療に必要な血液の安定的確保に寄

与するため、宮城県赤十字血液センターの協力を

受け、県内全店を対象とした企業献血を実施して

おります。平成21年度は県内22箇所の支店駐車場

等に移動採血車が巡回し、延べ27回の献血を実施

しました。また、当行は厚生労働省の献血推進事

業である「献血サポーター」に参加しており、今

後も献血の普及・啓発に寄与してまいります。 

◆企業献血による献血事業への協力 

 

◆がん検診受診率向上に向けた協定の締結 

 当行は宮城県と宮城県対がん協会および他

民間企業と連携し、県民の皆さまのがん検診受

診率向上に向けた取組みを協働で行うこととし、

平成22年7月、「がん啓発及びがん検診の受診

率向上に向けた包括的連携に関する協定書」を

締結しました。 

 今後は協定に基づき、県民に対し、がんおよ

びがんの予防に関する正しい知識の普及啓発や

がん検診の重要性の啓発、がん検診の受診勧奨

などを行っていきます。 

◆愛の募金会 

 「七十七愛の募金会」は当行がこれまで地域社

会から受けてきたご支援への感謝を表すため、平

成６年に社会福祉事業・施設等への寄付を目的と

して当行役職員により設立されました。平成22年

度上半期は、社会福祉施設５団体、ボランティア

グループ５団体に総額150万円の寄付を行いまし

た。 



  当行は、仙台市で開催される「仙台国際ハーフマラソン」、 ｢市民マラソンin仙台｣ 

の両大会に協賛しています｡スタッフジャケットやゼッケンを提供しているほか、交通

規制看板の設置などに協力しています。 

◆地元プロスポーツチームを通じたスポーツ振興 

  

 － 36 －  

 当行は、サッカーＪリーグ／ベガルタ仙台と、プロ野球パシフィックリーグ／東北楽天

ゴールデンイーグルス、 およびバスケットボール ｂｊリーグ／仙台89ＥＲＳのオフィ

シャルスポンサーとして地元プロスポーツチームの活動を支援し、地域のスポーツ振興に

貢献しています。また、総合口座通帳およびＩＣ キャッシュカードに上記３チームの

キャラクターデザインを採用しており、より多 

くのお客さまに地元プロスポーツに親しん 

でいただいております。 

７．地域社会への各種支援活動の状況 

■スポーツの振興 

◆七十七銀行金融資料館 

 七十七銀行金融資料館は当行の創業120周年を記念し､

地域の皆さまの長年のご愛顧への感謝をこめ開設しま

した。お金の歴史と役割、銀行の誕生と発展、宮城県

や日本の産業経済等をわかりやすく紹介しており、平

成22年度上半期は約940名のお客さまにご来館いただき

ました。平日の午前９時から午後３時までの開館です。 

◆仙台国際ハーフマラソン、市民マラソンin仙台への協賛 

 また、ベガルタ仙台のサッカーＪ１リーグ公

式試合（平成22年9月19日モンテディオ山形

戦）を「七十七銀行マッチデー」として開催し

ました。当日は、始球式やエスコートキッズ等

さまざまなイベントを実施し、抽選に当選され

た小学生の皆さまにご参加いただきました。  

◆ロビー展の開催 

 当行では、地域との交流をはかるため、営業店のロビーを開放してお客さまの写真展や絵
画展を開催したり、地域のさまざまな活動を紹介しております。 

◆地域行事への参加、協賛 

 宮城県では、仙台七夕まつりをはじめさまざま 

な地域行事が開催されています。平成22年度上半 

期は、仙台青葉まつりなど､６つのお祭りに約380 

名の当行役職員が参加しました。さらに各営業店 

では、営業地域内のお祭りへの参加や七夕飾りの 

出展、所属商工会を通じた地域行事への参画など、 

地域の皆さまとの交流を図っています。 

 また、当行は県内各地のお祭り等さまざまな地 

域行事へ積極的に協賛しています。 

■地域との交流 
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◆企業スポーツとしての大会参加 

  当行運動部の主な戦績は以下のとおりです。   

  ○ 陸上競技部 

   ・第58回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会 

   男子やり投げ 優勝 

   女子400m 第４位入賞 

   女子400mリレー 第３位 

   女子1600mリレー 優勝  

◆ 小中高生に対する技術指導等 

○ 硬式野球部 

・第81回都市対抗野球大会 出場   

 

７．地域社会への各種支援活動の状況 

○ バドミントン部 

・2010日本ランキングサーキット大会 

  混合ダブルス 第３位 

 女子ダブルス 第５位 

   

  ○ 陸上競技部 

  平成22年6月、地域社会との交流や地域の 

 陸上競技の競技力向上を目的として「第４回七  

 十七銀行陸上競技記録会チャレンジ2010」を開 

 催しました。当日は宮城県内外の中高生や一般 

 選手約500名が参加しました。また、宮城県ス 

 ポーツ振興財団主催の「小学生陸上クリニッ 

 ク」に講師としての参加や、仙台市小学校教育 

 研究会主催の小学６年生を対象とした陸上記録 

 会で模範演技を披露するなど、日々の活動にお 

 いて、随時実技指導、合同練習などを行ってい  

 ます。 

◆ 運動部の活動を通じたスポーツ振興 

 当行では、運動部の活動を通じて地域のスポーツ振興に取組み、地域貢献を図っていま

す。 

 硬式野球部、陸上競技部、バドミントン部は、都市対抗野球大会や日本陸上競技選手権

大会、バドミントン日本リーグなど、全国レベルの大会等に出場しているほか、日々の活

動において指導教室等を開催し、地域のスポーツ振興に寄与しています。 

 ○ バドミントン部 

    県内の大学・高校等との合同練習会を随時開 

 催しているほか、平成22年5月には、女川町で 

 開催された宮城県バドミントン協会主催の技術 

 講習会にバドミントン部員が講師として参加し、 

 石巻地区の小中学生約60名に技術指導を行いま   

 した。また、同年7月には、大河原町で開催さ 

 れたバドミントン県南講習会に講師として参加 

 し、約50名の高校生に技術指導を実施しました。       



◆公演・展覧会への協賛 

 当行では、地域の文化振興に貢献するため、多くの文化活動等への協賛を行っていま

す。平成22年度上半期は「第４回仙台国際音楽コンクール」や「第４７回宮城県芸術

祭」、「第８回仙台カップ国際ユースサッカー大会」をはじめ数多くの文化・スポーツ

活動への協賛を行いました。 

■文化活動の後援 

◆「七十七ふれあいコンサート」の開催 

 「七十七ふれあいコンサート」は、地 

域の小･中学生の皆さまに迫力ある生の 

オーケストラ演奏に接する機会を提供す 

ることを目的に､仙台フィルハーモニー 

管弦楽団に協力していただき、平成４年 

度から継続して開催しているコンサート 

です。 

 平成22年度は、12月に通算42回目となるコンサートを宮城県塩竃市において、地域の小中

学生約1,100名を招待し、指揮者体験や楽器の解説等を交えながら生演奏を楽しんでいただ

く予定です。 

◆「七十七スターライトシンフォニー」の開催 

 当行の芸術文化振興活動の一環として、また仙台冬の

風物詩 “ＳＥＮＤＡＩ光のページェント”の参加企画

として、平成3年から毎年開催しているコンサートです。 

 毎回、オーケストラの演奏をバックに著名なアーティ

ストが出演しており、通算20回目を迎える今回は、12月

に、宮城県出身の中村雅俊さんと仙台フィルハーモニー

管弦楽団が共演する「七十七スターライトシンフォ

ニー」ならではのステージとなる予定です。また、広く

社会福祉に役立てていただけるよう、会場ロビーにおい

てチャリティー募金を実施いたします。 
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